






その他のタイトル Algorithm to Analyse the Meaning of Tense and




草 薙  裕   
1． は じめに  
本稿ほコンピュータによるF【朝鮮析のための日本語のテンス 、アスペクトの  
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がある。また動態の結果が存続するなら、それは静態が存在すると見限す。   
テンスは現象の時間と他の時間、通常話す瞬間、とを関連さすもの、という  
のが一般的な定義であるが（註4）、前述の通り、言語外現象と言語表現には写  




を示している。   
また、テンスには、いわゆる絶対テソスと相対テンスがある。それぞれのテ  
ンスを次の様に定義する。  

















なる）。   
これをまとめると、  
言語外現象 焦点  
動態く慧芸器三言掛現象より大‾動態完了相 ／               〝   小一動態未完了 相   










では発話時点、相対テンスでは魚点のあたっている現象の時点）と同時に起る   
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現象ほ眉点より短かく認知されることはなく、動態完了相の絶対テソスの現在  
および相対テンスの同ほない。   
テンスとアスペクトをまとめると園Ⅰのようになる。  






形がついたものも静態村になりうる 文生成の道程では話者が動態として認知  
するか、静態として認知するかが閃葦であり、現象の認知によって、それが静  
態相になったり動態未完了相になったりする。  
4・ 日本語のテンス、アスペクトの解析  
前項で見た通り、テンスとアスペクトを表わす動詞の形ほ四つであるのFこ付  
し、それが絶対テンスと相対テンス及び三つのアスペクトの組み合わせで、12  
の意味が出て来るわけだ。同じ形が異なる意味を表わすものをあげると、   





（む 動態完了相と静態相   
日東語のテソスー アスペクトの解析のアルゴリズム  
過去  
未来   





トの解析は文中の他の要素を手がかりにしなければならない。   




A．一定の形が現われる節   
これは動詞語尾や後続吾が「テカラ」、「テイライ」、「アト」、「トタン」、「マ  
ェ」、「ウチ」、「アイダ」で時の順序を表わす節と、「バ」、「ト」、「タラ」、「テ  












（5）…… 今までよりはずっと手早く見てゆくあいだも、……上原は黙りこ  
んでいた。（丸谷才一）  
これらの従属節の表現ほ、絶対の時間に関係なく、主節の現象に対する従属節  
の現象の時間的前後関係を示すもので、相対テンスである。   
条件を表わす節も、次の例のように動詞の形が固定している。   



















の節、接続助詞の「ガ」の節なども同様である。   
ただ主節に現われるテンスの表現の中にも相対テンスと兄傲した方がいいの  
もあるようで、木研究のデータの中にも、たとえば、次のようなものがあっ  











「くく、、ってゆく」の様な「テイク」、「テクル」があることを桁指しておく。この   
日本語のテンス．アスペクトの解析のアルゴリズム  75  
種の用法ほ小説や紀行文に見つかったが、これをアルゴリズム化することほ今  
後の課題にする。  





























「タ」が現われるが、第二項で論じた様に、焦点の方が言語外現象より小であ   




う。   
また形式名詞の「ノ」や「コト」が受ける関係節を見ると、  
（19）テレビの古くなっ宣誓ほ、自動車の古タイヤ同様屑屋も持って行かぬ  


























はこの位置で対立し、「帰った」時点の前か後かを示す。したがって、これは   
日本語のテソス，アスべク†の解析のアルゴリズム  































あてはまるようだ。ただし同種の名詞でも関係節が内容ではなく、外観なら   
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（37）のように、「テイク」にもなり得る。  
（36）大難誌に載っている匿名コラムにほ、……（筒井康隆）  






























「その娩」のため絶対テンスになっていると言える。   




















でほ静態相であるのに対し、（46）では動態未完了相であろう。   
基本的に静態相を表わす動詞が動態未完了相を表わす場合には、「絶えず」、  
「ひ、っきりなしに」、「しきりに」、「見る見る」、「だんだん」、「日増しに」、「着  









物であることがきめ手となる。   
一方、静態相と動態完了相の区別は比較的簡単なようだ。すなわち、  
（50）責任あ五大人になるのがいやで、子供の境捌こしがみついていたいわ  
けだ。（富士正晴）   















勤言司と呼ぶ〕   
2．原則的に瞬間的な変化の言語外現象だが、状況によりその変化が時間的  
に縦坑すると認知されるようなものに対応する動詞（たとえば、「起る」、  
「（電気を）つける」など）。〔仮に変化動詞と呼ぶ〕   
3．「テイル」形を持たない動詞及び表現（たとえば、「ある」、「という」な  
ど）〔仮に状態動詞と呼ぷ〕   
4．その他の動詞〔継続動詞〕   
5．変化動詞が動態未完了相を表わすことの標識になる副詞（旬）（たとえ  
ば「絶えず」、「だんだん」など）。   
6．継続動詞が静態を表わすことを示す文中の要素（たとえば「聞く」に対  
する「と」、「くぐる」に対する無生物主格など）   
以上の様な記述が完全に出来れは、文中り要窮だけからのテンス・アスべク  
†の解析が母語話者の解釈に近く出来るようになるだろう。   
最後のまとめとして、アルゴリズムを次頁表にまとめておく。   
日本語のテソス．アスペクトの解析のアルゴリズム  
Ⅰ．テンスの解析   
＊ 状態動詞は「テイク」．「テイ／レ」に含める  
＊＊ 小説の情景沌写などには相対チソスが現われる可意性がある  
＊棒 主節が感覚動詞の時は「ル」が相対の岡にもなる   
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ⅠⅠ．アスペクトの解析  
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